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1.はじめに 

社会と科学技術の進化に伴い統計科学の環境は大きく変化し，統計的データ解析の重要性が

急速に高まっている．1990 年代の Robert Gentleman らにより整備された R 等の解析環境は整い

つつあるが，ネットワーク分析の解析対象はいまだ限定的である．すなわち，対象とされる分

野は数学や社会学などネットワークの成り立ちと密接なデータであることが多い．本研究では，

新たにプラズマ化学反応系をネットワーク構造分析の対象とすることを提案し，メタンプラズ

マの反応ネットワークを有向グラフで表現し，中心性指標の 1 つである PageRank により構成要

素間の関係を考察した． 

2.提案手法および計算手法概要 

文献[1]におけるメタンの化学反応式を

Table 1 に示す手順により有向グラフで表現

した．そして 1 つの反応の重みを 1 とし各要

素の隣接行列から中心性指標 PageRank を計

算することにより，電子の有無を考慮した構

造考察の可能性を示した． 

Table 1 One example of reaction step 

reaction CH3 + H → CH2 + H2 

nodes a:CH3, b:CH2, c:H2, d: H 

edges 
Edge A: From CH3 to CH2 ,  

Edge B: From H to H2 

3.結果 

Figure 1 に作成したネットワーク図を示し，

各要素の PageRank 値のグラフを Figure 2 に

示す．PageRank 値は要素に対して強い依存

性を示し，電子を除くことで電子依存の高い

要素の値が低下していることが示された．講

演では他の指標による反応ネットワーク構

造特性についても報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Network structure of methane chemical 

reactions. Names of species are shown at nodes and 

chemical reactions are shown at directed edges. 

 

Fig.2 Change of PageRank for each node or species 

with (in blue) and without (in red) electrons.
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